
（一社）家畜改良事業団が実施した３０後期現場後
代検定において、当場産種雄牛「福美国」が選抜さ
れました。
「福美国」の検定成績では全３２頭の平均値として、
歩留基準値が７５．７、バラの厚さが８．７cm、皮下脂
肪厚が２．５cmと優れており、家畜改良事業団が示
すゲノミック評価ではバラの厚さと歩留基準値で歴代
種雄牛の中で１位を示しました。
また、脂肪交雑についても、調査牛の１００％が４等
級以上に格付されており、歩留や脂肪交雑を中心と
した肉質の改良への貢献が期待される種雄牛です。
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一代祖 二代祖 三代祖

美国桜
第１花国 北国７の８

もとみつ 美津福

すみの６
安福勝 安福１６５の９

すみの 北国茂

頭数 終了月齢 枝重(kg) ﾛｰｽ(cm2) ﾊﾞﾗ厚(cm) 皮下(cm) 歩留(%) ＢＭＳ Ｎｏ．

去 16 28.1 516 69 8.8 2.1 75.8 8.0

雌 16 30.1 482 70 8.5 2.8 75.6 8.2

計※ 32 ― 499 70 8.7 2.5 75.7 8.1

※総平均 （一社）家畜改良事業団HPより引用（R4.8.30現在）

直接検定成績（終了時)

一日平均増体量(kg) 1.22 美点 発育、体伸、体深、体幅、資質

終了時得点 84.1 欠点 均称、品位

1３ヶ月齢時

始祖牛名号 茂金波 栄光 第６藤良 第31の1岩田 城清 奥城土井
※遺伝子保有確率 5.57% 4.77% 6.90% 0.56% 1.08% 0.20%

※特定の系統の始祖牛の遺伝子を保有する確率

血統分析結果


